










Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
21







担当している。年間の実施回数は 1 学期と 2 学期




































象児補助員 2 名，未就園児担当教員 1 名であった。
各クラスの保育者の配置は Table	2 の通りであっ
た。小学校長兼園長は 2017 年に交代し，現在 2
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 9：10 ～ 9：30 副園長との打ち合わせをする







4 歳児クラス 新卒で初任，女性 他区より異動，13 年目，女性
















































　5 歳児クラスと 4 歳児クラスの担任と補助員，









































































































































　さらに，ノートを書いていく中で，「A 児と R 児が繋がっている」「R 児は製作に興味をもっている」という































下，省略）（Table	6，問 1 の 2 段落目）と述べて
いた。その具体例として，ノートを書いていく中
で，「A 児と R 児が繋がっている」「R 児は製作
に興味をもっている」という事実のみではなく，









































































































Table 8　平成 29 年度４歳児クラス補助員
問 1　担任と副担任の連絡，連携における役立ち







































































































































児 に つ い て 話 す こ と が で き る よ う に な っ た





























































る（Table	5 の問 1 の回答の 3 段落目）と述べて
いた。5 歳児クラス補助員は，ノートを書いてい


























































を行っている（Table	7 の問 2 の回答）。
　上記より，担任 2 名は，日ごろから，特別支援
対象児と健常児との人間関係づくりを意識した学
級経営を心がけている様子が分かる。第一筆者は
保育観察を通じて，健常児が特別支援対象児に声
をかけたり，遊びに誘ったり，運動会といった行
事では，出番や立ち位置などを教えてあげる姿を
見てきた。また，年度当初と比べると，時間が経
つにつれ，特別支援対象児がクラスで安心した表
情で過ごす時間が増えたと感じている。健常児に
とっても，特別支援対象児との関わりや交流が，
相手の個性や特徴などを理解することにつながっ
ていると感じている。こうした時間を掛けての子
ども達の変容は，担任保育者の学級経営によるも
のと考えられる。子ども同士の人間関係が豊かに
なることは，保育者に気持ちや時間のゆとりをも
たらし，結果として，保育の充実につながってい
ると感じている。
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6．おわりに
　現場の保育者からは，実践記録が大切なことは
わかっていても，いざ書こうとするとなかなか筆
が進まないことも多い（全国保育問題研究協議会
編集委員会，2018）と言われている。自分の保育
といえども，それを記録として文字に起こすこと
は簡単では無いのである。その要因として以下の
2 つが考えられる。
　1 つは，保育職の多忙さである。保育者の労働
環境の調査に関わり，保育者の一日を調査を行っ
た横井（2007）によると，仕事中は休憩を取る時
間がないか少ない，子どもの保育以外の業務がか
なりある。先出の高平ら（2015）の調査において
も，子どもが降園した後の時間にも，翌日の保育
の準備や教材研究などやるべき仕事は多いという
声があがっている。
　もう 1 つは，記録することへの慣れの問題であ
る。横井（2018）が，自分自身が保育者になった
最初の頃を振り返り，「何をどう書いていいのか
悩んでいた。（中略）日々の記録も悪筆で読みづ
らく，なによりも「何を記録すべきか」はっきり
していない記録だった」と述べている。平松
（2018）は，園長の立場から，「新人は何をどう書
けばいいのかわからない」「ただでさえ多忙な保
育現場にあって，実践はおろか記録だって書くこ
とが阻まれる現実がある」と記録することの難し
さを指摘している。
　それにもかかわらず，A 園では新任および若
手保育者一人ひとりが特別支援連絡ノートに自分
が気になったことを記録し，お互いに読み合い，
翌日の保育に役立てることができていた。その要
因について考察する必要がある。平松（2018）は，
自分の働きかけが良かったのか，その答えは一朝
一夕には見えてこない。ただ何となく子どもとい
るのではない，「発達の専門職」として，ふりか
えり，積み重ね，失敗し合いながら真理を追究し
ていく作業は，一人ではできないと述べている。
経験が少ない初任者や若手保育者はなおさら，一
人で考えていても限界があるだろう。だからこ
そ，特別支援連絡ノートを介して，担任，補助員，
管理職が共に話し合いながら，次の有効な援助の
方向性を見つけられたことが収穫であったのだろ
う。つまり，「記述する」という行動に対して，「翌
日の保育に生かすことができる収穫がある」とい
う結果が随伴しており，それがあるからこそ，次
にまた記述するという行動が生起するのである。
これが，新任および若手保育者が実力をつけてい
くプロセスではないだろうか。このプロセスを視
覚化したのが Fig.	1 である。
　別の要因として，特別支援連絡ノートを一人一
冊ではなく，保育者全員で一冊を共有する，と位
Fig. 1　記録による保育者の成長プロセスFig.1 記録による保育者の成長プロセス
保育を記録し，振り返る
・自分の保育を改めて振り返る
・自分の保育を客観視する
・自分の思いに気づく
・思い込みによる保育の継続を防ぐ
・子ども理解と保育が統合される
実践知の獲得
・場面を理解できていたか
・子どもの内面を感じ取れていたか
・意図やねらいと言葉かけや働きかけが合っていたか
・子どもは保育者の言葉かけや働きかけをどう受けとめいていたか
・他の方法の提案
仲間と話し合い共有する
【子ども】
・場面
・情景
・誰がいたか
・時系列
・言葉
・表情
・行動
【保育者】
・言葉かけ
・働きかけ
・意図
・ねらい
・わき起こった感情
子どもと保育者の変化
【子ども】
・登園が楽しみになる
・成長が促される
・周囲から認められる
【保育者】
・考えて保育する
・保育の幅が広がる
・子ども理解の視野が広がる
・保育を楽しむ
・子どもの成長を喜ぶ
・連携しやすくなる
・明日の保育が楽しみになる
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置づけたことが功を奏したと考えられる。もし仮
に，特別支援連絡ノートが一人一冊用意されてお
り，各自が書いて読むだけのものであったなら
ば，平松（2018）が指摘しているように，限界が
すぐに来たかもしれない。特別支援連絡ノートが
次の保育に役立つのみならず，保育者全員の連帯
感を生みだし，「皆で保育をしている」と言う安
心感を生み出したのではないだろうか。
　今後の課題であるが，藤枝・森田（2017）では，
副園長の視点から特別支援連絡ノートの効果を検
証し，本研究では保育者の視点から検証した。し
たがって，それぞれの視点から得た結果をすりあ
わせ，総合的に考察することが次の課題となる。
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